
第2王余魚谷橋 橋梁補修一般図
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海部郡海陽町平井（第２王余魚谷橋）

(一)中部山渓轟公園線

Ｒ３波土　中部山渓轟公園線（第２王余魚谷橋）　海・平井　
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第2王余魚谷橋 塗装標準図
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第2王余魚谷橋

鋼材

下地処理(素地調整3種)

下塗：弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗((0.2)kg/m2)

下塗：弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.2kg/m2)

中塗：弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗(0.14kg/m2)

上塗：弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗(0.12kg/m2)

※ 施工手順

1　下地処理：素地調整3種

2　下塗り：

3　中塗り：弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗(0.14kg/m2)

4　上塗り：弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗(0.12kg/m2)

5　養生

(1)弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗((0.2)kg/m2)

(2)弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.2kg/m2)

　　 (鋼材露出部のみ)

下塗：弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.2kg/m2)

(3)弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.2kg/m2)

  (鋼材露出部のみ)

※ 注記

　1. 下塗材の標準使用量は，下地の状態により増減する。

　2. 使用材料

　　・下塗材 - 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料／超厚膜型エポキシ樹脂塗料

　　・中塗材 - 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料

　　・上塗材 - 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料

　3. (社)日本道路協会鋼道路橋塗装・防食便覧　平成26年度3月版に準拠する。 
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